
情報・サイバーセキュリティ教育
シスメックスでは、グループ全従業員に対して、情報セキュリティ教育の eラーニング、標的型メール訓練（BEC・フィッ

シング詐欺）に加え、メールの取り扱いに関する講習会など、情報セキュリティ意識向上の取り組みを実施しています。
当社 Sysmex-CSIRTメンバーに対しては、インシデント対応強化のため、グローバル資格（ISC2 CISSP、SANS GIAC、

CompTIA）の取得を推奨しています。

情報セキュリティに関する認証取得
シスメックスでは、情報セキュリティ管理を強化するために、情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）に関する

国際規格 ISO 27001の認証を取得しています。

・ シスメックス株式会社（遺伝子配列などの個人情報を用いた研究）
・ シスメックス CNA（サービス・サポート部門）
・ シスメックスヨーロッパ（販売・サービス、ITサービスなど）
・ シスメックス ニュージーランド
・ シスメックス UK※

・ オックスフォード ジーン テクノロジー※

※  ISO27001の認証に加え Cyber Essentials（英国政府が企業のサイバーセキュリティの向上を目的に 2014年から開始した認証制度）の
認証も取得し 6カ月ごとにサーベイランス評価を行っています。

ガバナンス

人権の尊重

▎人権の尊重
　人権の尊重に関する方針と取り組み　

シスメックスでは、グループ企業理念である Sysmex Wayおよび Shared Valuesのもと、事業活動を通じてステーク
ホルダーの皆さまに「安心」をお届けすることを追求しています。「安心」の実現には人権尊重が基礎となると考え、グロー
バルコンプライアンスコードに人権の尊重と差別の撤廃を掲げています。また、具体的な人権尊重の指針として人権方針
を策定し、すべての従業員、さまざまなステークホルダーの人権を尊重した企業経営、職場環境づくりに取り組んでいます。
これは国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」、仕事で守られるべき最低限の労働基準を定めた ILO中核的労働基準の
趣旨に則ったものです。
また、このような考えに実効性を持たせるため、差別、ハラスメント（嫌がらせ）、強制労働・児童労働を禁止するため
に遵守すべきルールや行動のガイドラインをゼロ・トレランスポリシーに基づき明文化し、さまざまな研修を通して従業
員の啓発を行っています。2011年には国連グローバル・コンパクトに参加し、「人権・労働・環境・腐敗防止」に関する
10原則への企業姿勢を明らかにしました。さらに、「英国現代奴隷法」を受けてシスメックス UKがホームページに声明文
を公開しています。

▶人権方針

▶グローバルコンプライアンスコード

▶ Anti-Slavery and Human Trafficking Policy

　人権デュー・ディリジェンス　

シスメックスでは、人権方針およびグローバルコンプライアンスコードにおいて、人権デュー・ディリジェンス（人権
DD）の実施を規定しています。また、コンプライアンス委員会（グループのコンプライアンスを統括する委員会）の下部
組織として人権 DD推進部会を設置し、自社内にとどまらず、サプライチェーン全体の事業活動での人権への影響を特定し、
負の影響を防止・緩和する取り組みを進めています。

2024年度は、外部の専門家と協力して、事業への影響度や国ごとの人権リスクなどから優先順位付けを行い、当社のコ
ア事業であるヘマトロジー事業の調達・生産に関わる取引先を調査しました。国内外の主要な取引先に質問票を送付し、
人権マネジメントの状況や人権侵害の有無を確認しました（調査対象約 400社、回答率 70％）。その結果から深刻度と
発生可能性をもとにリスクマッピングを行い、優先的に対処すべきリスクを特定しました。今回の調査では重大なリスク
は発見されませんでしたが、「労働安全衛生関連」と「ハラスメント」が最も優先度の高い人権リスクとして確認されました。
さらに、一部の取引先には、詳細を確認するための追加ヒアリングや人権尊重の取り組みを改善に向けた対話・協議を
進めています。
今後もシスメックスの事業活動やビジネスパートナーとの取引が人権侵害に関与・加担しないよう、人権への影響を
事前に把握し、予防的に対処する仕組みを整えていきます。
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＜ 2024年度調査事項＞

全般的な人権マネジメント

・ 方針・体制
・ 人権方針の周知浸透
・ 人権 DDの実施
・ 救済へのアクセス

人権イシュー別のマネジメント

・ 職場における人権：ハラスメント、雇用における男女・障がい者・人種など
に対する差別・不当待遇、強制労働、児童労働、不当な賃金、不適切な労働
時間、労働安全衛生、結社の自由・団体交渉の権利の侵害
・ 取引情報の管理：個人情報の漏えい
・ 研究開発における人権：被験者の意思・生命・健康の尊重
・ 地域社会における人権：地域住民の健康・生活などに関する人権侵害
・ 紛争地域における人権：武装勢力への資金供与、紛争鉱物の使用

人権侵害の発生状況 ・ 上記各人権イシューの発生有無
・ 対処状況

▶サプライチェーンマネジメントの強化

　人権に関する相談・通報制度　

シスメックスでは、自らの事業活動において人権に対する負の影響を認識し、直ちに是正・救済に取り組むため、サプ
ライヤー、パートナー、お客様および地域社会の皆さまからの相談・通報を受け付けております。通報窓口に寄せられた
情報は適切に取り扱い、相談・通報者が不利益を受けないよう保護するとともに、事実確認によって人権への負の影響が
認められた場合は、必要な是正・救済措置を講じる体制を整備しています。

▶ JaCER通報フォーム

※  JaCER（一般社団法人ビジネスと人権対話救済機構）は、「対話救済プラットフォーム」を通じて人権に関する苦情を受け付け、専門的
な立場から、会員企業の苦情処理の支援・推進を目指す組織です。

コンプライアンス委員会

人権DD推進部会

国連「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づいた人権尊重の取り組み

情報開示
負の影響の
特定

予防・軽減対話・モニタリング

人権DDコミットメント

企業が人権を尊重すること
を宣言したポリシーの策定

▶ 人権方針 ▶ 相談・通報窓口

悪影響を発見した場合、
適切に対話・救済

救済・苦情処理
メカニズム

　人権の尊重を理解するための教育・啓発　

シスメックスは、ハラスメントの防止や、労働に関する正しい知識の浸透などを目的とする教育を実施し、人権侵害の
防止に努めています。

2024年度実績

・ ハラスメント・労務管理研修（新任役職者、新規入社者、既存リーダー層、部門単位）
・ アンコンシャス・バイアス※ 1継続研修（全従業員）
・ 性の多様性に関する研修（全従業員※ 2）
・ 心理的安全性の向上に向けてのマネジメント研修（管理職層全体、部門単位）
・ 産業医による心理的安全性セミナー（全従業員※ 2）
・ 人権の尊重に関する内容を含んだグローバルコンプライアンス研修（全従業員）

※ 1 無意識の偏見や思い込みから偏ったモノの見方をしてしまうこと
※ 2 シスメックス株式会社、国内シスメックスグループ関係会社

▶コンプライアンス教育

　労使の対話　

シスメックスでは、国連グローバル・コンパクトへの参加と ILO中核的労働基準の支持に基づき、組合結成や団体交渉
といった従業員の権利を尊重しています。
シスメックス株式会社の労働組合であるシスメックスユニオンには、全従業員の 64％が加入しています（2025年 3月末
時点）。また、毎年シスメックスユニオンとの団体交渉を実施しており、2024年度も定例の労使協議会に加え、適宜労使間
協議を行い、労働時間の適正化・業務効率化による生産性の向上や、多様化する従業員の労働環境および人事制度、環境
変化への対応や健康経営の推進などについて議論しました。
このような対話は各社でも実施しており、済南シスメックス、シスメックス ベトナム、ハイフェンバイオメッドなど
海外のグループ会社では組合を結成し、定期的な対話を行っています。また、シスメックス CNAでは各部門の代表者で構成
される社員会を結成し、職場環境や労務時間管理、有給休暇の取得状況などについて四半期ごとに労使協議の場を設けて
います。また、シスメックス TMCにおいても四半期ごとに労使懇談会を実施しています。
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